
次の式が成立することを証明せよ。
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　　( 初項 r ,  公比 r の等比数列の和)

＜ (1) ,  (2) ,  (3)  '10  九州大  '14  大分大 ＞

【証明】
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(4)   S=r+ 2r + 3r +……+ nr  とおく。

    S=r+ 2r + 3r +……+ nr  
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　　辺々引くと ,  01 1-r  S=r- +n 1r   

 r'1 のときは  S=
r 0 1-1 nr

-1 r

n  個

  r=1 のときは  S=1+1+……+1=n  

　　よって , 
=k 1

n

P
kr =F

r 0 1-1 nr

-1 r
  0 1'r 1 のとき

n    0 1=r 1  のとき

P  計算【公式確認】
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【コメント】

n  が n-1 になっていたり ,  k=0 や ,  k=2 となっていたりといった

「イレギュラー」についてもきちんと対応しましょう。

例えば ,  
=k n

2n

P
2k  であれば   

=k 1

2n

P
2k -

=k 1

-n 1

P
2k   と⾒ます。

ん︖となったら書き下して

2n + 2
0 1+n 1 +……+ 2

0 12n  

=6 
21 + 22 + 23 + 24 +…… 7+ 2

0 12n  -6 
21 + 22 +…… 7+ 2

0 1-n 1   

と「 …… 」を⽤いて頭を整理するとよいでしょう。

また ,  
=k 1

n

P
4k   などは必要に応じて作ればよいのですが ,  ⾃分でこれを作る

ためにも今回の  
=k 1

n

P
2k   や  

=k 1

n

P
3k   の基本的な作り⽅については確認してお

きたいわけです。
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